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新八間堀川、八間堀川の流域特性

・新八間堀川流域は北は下妻市から南は常総市と南北に長い。降雨による流出量は最下流の常総市において新八間堀川
を介して鬼怒川へ排水される流域形態である。

新⼋間堀川・⼋間堀川全域図 ⽔路網図

資料１

地盤が低く上流側からの水が
湛水しやすい地域
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13.2 ～ 13.4 >=30

13.4 ～ 13.6

地盤高（Y.P.m）

凡　　例

水涯線

流域界

水位観測所▲
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・新八間堀川の合流先（排水先）は鬼怒川であり、八間堀川は小貝川と接続している。新八間堀川及び八間堀川の水位
より鬼怒川及び小貝川の水位が高くなる場合、逆流防止のために水門及び樋管が閉じられ、新八間堀川及び八間堀川
の排水が出来なくなる（八間堀川排水機場による強制排水のみとなる）。

・新八間堀川、八間堀川周辺は地盤高が河川水位に対し相対的に低く、住宅地から排水しにくくなる（新八間堀川、
八間堀川の水位が高く、水がはけない）ことや、逆流により冠水しやすい。

・新八間堀川及び八間堀川の水位がY.P.+13～+14m程度でも周辺の低い土地が冠水する恐れがある。

新⼋間堀川・⼋間堀川周辺地盤⾼断⾯図

新八間堀川、八間堀川の流域特性
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台⾵21号時浸⽔範囲と⽔路網の関係

台⾵21号時浸⽔範囲と⽔路網の関係（背景︓5mメッシュ地盤⾼）

新八間堀川、八間堀川の流域特性
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地
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の
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院
ホ
ー
ム
ペ
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）

①
標
高
図
を
自
分
の
好
み
の
色
合
い
で
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（

情
報

の
改
良
）

②
任
意
の
区
間
の
断
面
図
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（

機
能

の
改
良
）

＜
＜
地
形
の
把
握
等
に
ご
活
用
下
さ
い
。
＞
＞

①
②

m m m m

資
料
１
参
考
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内
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ト
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操

作
可
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ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト

⑩
背
後

地
浸

④ 名 称 不 明 フ ラ ッ プ ゲ ー ト

⑥ 水 海 道 橋 本 町 3 4 7 0 - 3 フ

ラ ッ プ ゲ ー ト

⑦ 明 橋 下 流 左 岸 樋 管

⑩ 水 海 道 橋 本 町 地 先

フ ラ ッ プ ゲ ー ト

⑫ 桜 橋 上 流 左 岸 樋 管

⑭ 旧 八 間 堀 川 樋 管

① 八 間 堀 川 水 門

八 間 堀 川 分 派 点

新
八
間
堀
川
、
八
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の
河
道
特
性

縦
断
図
（
新
⼋
間
堀
川
）
【
左
岸
】

・
新
八
間
堀
川
は
河
川
の
勾
配
（
川
の
急
さ
）
が
ほ
と
ん
ど
無
い
。

・
堤
内
地
盤
高
（
宅
地
周
辺
の
高
さ
）
は
低
い
箇
所
で
は
Y
.P
.+
12
.5
m程

度
。

・
河
川
堤
防
は
低
い
箇
所
で
は
Y
.P
.+
14
.5
m程

度
。

鬼 怒 川 合 流 点

資
料

２
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⼋
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。
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⑯ 八 間 堀 排 水 樋 管
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も
河
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の
勾
配
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ほ
と
ん
ど
無
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。
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堤
内
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盤
高
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宅
地
周
辺
の
高
さ
）
は
低
い
箇
所
で
は
Y
.P
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12
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度
。
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河
川
堤
防
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全
川
的
に
Y
.P
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14
.0
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度
。

新
八
間
堀
川
、
八
間
堀
川
の
河
道
特
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縦
断
図
（
⼋
間
堀
川
）
【
左
岸
】 小 貝 川 合 流 点
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・
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内
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盤
高
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宅
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周
辺
の
高
さ
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低
い
箇
所
で
は
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12
.5
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川
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は
全
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的
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14
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度
。

新
八
間
堀
川
、
八
間
堀
川
の
河
道
特
性

縦
断
図
（
⼋
間
堀
川
）
【
右
岸
】 小 貝 川 合 流 点
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⑪ 桜 橋 上 流 右 岸 樋 管
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八 間 堀 川 分 派 点
鬼 怒 川
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縦
断
図
（
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⼋
間
堀
川
、
⼋
間
堀
川
重
ね
合
わ
せ
）

新
八
間
堀
川
、
八
間
堀
川
の
河
道
特
性
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⼋
間
堀
川
へ
の
流
⼊
⽔
路
に
着
⽬
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会

概
要
・
進
め
⽅

２
.取

り
組
み
の
進
め
⽅

⻤
怒
川
と
⼩
⾙
川
に
挟
ま
れ
た
低
平
地
を
流
れ
る
⼋
間
堀
川
は
、

合
流
先
の
⻤
怒
川
の
影
響
を
⼤
き
く
受
け
る
と
と
も
に
、
多
く
の

⽔
路
が
流
⼊
し
、
旧
⼋
間
堀
川
で
⼩
⾙
川
に
接
続
す
る
複
雑
な
機

構
で
す
。
ま
た
、
⻤
怒
川
へ
の
合
流
点
付
近
は
常
総
市
の
中
⼼
市

街
地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
盤
が
川
よ
り
も
低
く
、
⽔
災
害
リ

ス
ク
が
⾼
い
地
域
で
す
。

こ
の
た
び
、
国
⼟
交
通
省
下
館
河
川
事
務
所
、
茨
城
県
、
常
総

市
及
び
関
係
機
関
が
、
以
下
の
成
果
を
得
る
こ
と
⽬
指
し
、
「
⼋

間
堀
川
へ
の
流
⼊
⽔
路
に
着
⽬
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
案
）
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

○
⼋
間
堀
川
周
辺
の
⽔
災
害
リ
ス
ク
と

冠
⽔
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る

○
他
機
関
の
防
災
⾏
動
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

⾃
機
関
の
防
災
⾏
動
と
の
繋
が
り
を
認
識
す
る

○
情
報
発
信
等
の
他
の
機
関
の
防
災
⾏
動
を

⽀
援
す
る
防
災
⾏
動
を
新
た
に
実
施
す
る

○
関
係
機
関
の
防
災
⾏
動
を
整
理
し
た

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る

○
樋
⾨
操
作
等
の
こ
れ
ま
で
も
実
施
し
て
き
た

防
災
⾏
動
を
確
実
に
実
施
す
る

1.
概
要
、
⽬
指
す
成
果

⑤
⼋
間
堀
川
へ
の
流
⼊
⽔
路
に
着
⽬
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
案
）
に

基
づ
く
情
報
伝
達
演
習
【
H
30
.3
.2
4】

・
関
係
機
関
が
⼀
同
に
会
し
、
情
報
伝
達
演
習
を
実
施

・
記

者
発

表

・
情

報
伝

達
演

習
に
向

け
た
関

係
機

関
調

整

・
各

機
関

の
役

割
の

確
認

、
各

機
関

内
部

署
で
の

調
整

・
各

機
関

の
情

報
連

携
の

調
整

・
新

た
な
防

災
行

動
を
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
素

案
）
に
明

記

・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
素

案
）
の

作
成

と
内

容
確

認

・
各

機
関

が
必

要
な
情

報
の

共
有

・
施

設
の

所
管

・
管

理
の

明
確

化

・
対

策
が

必
要

な
排

水
管

の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
化

・
各

機
関

の
防

災
行

動

八
間

堀
川

周
辺

の
地

盤
高

情
報

排
水

施
設

の
所

管
・
管

理
等

の
把

握

・
関

係
機

関
そ
れ

ぞ
れ

の
防

災
行

動
を
整

理

②
⼋
間
堀
川
へ
の
流
⼊
⽔
路
に
着
⽬
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会

（
第
2回

コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
議
）
【
H
29
.1
2.
28
】

・
⼋
間
堀
川
周
辺
の
⽔
害
リ
ス
ク
の
把
握

①
⼋
間
堀
川
へ
の
流
⼊
⽔
路
に
着
⽬
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会

（
第
1回

コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
議
）
【
H
29
.1
1.
17
】

・
⼋
間
堀
川
へ
の
流
⼊
⽔
路
に
着
⽬
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
案
）
作
成
に
向
け
て

・
⽬
指
す
べ
き
成
果
、
取
り
組
み
の
進
め
⽅
に
つ
い
て

③
⼋
間
堀
川
へ
の
流
⼊
⽔
路
に
着
⽬
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
関
す
る

状
況
報
告
会
【
H
30
.2
.1
】

・
関
係
⾃
治
区
⻑
へ
の
進
捗
状
況
報
告

④
⼋
間
堀
川
へ
の
流
⼊
⽔
路
に
着
⽬
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会

【
H
30
.3
.1
3】

・
⼋
間
堀
川
へ
の
流
⼊
⽔
路
に
着
⽬
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
案
）
の
完
成

現
地
調
査

（
市
・
県

・
国
）

現
地
調
査

（
市
・
県

・
国
）

資
料

３
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新
規
⽔
位
計

（
茨
城
県
）

⽔
位

気
象
状
況
等

下
館
河
川
事
務
所

常
総
市

茨
城
県

（
江
連
⼋
間
⼟
地
改
良
区
）

相
野
⾕

⽔
利
組
合

住
⺠

都
市
建
設
部

防
災
危
機
管
理
課

・
⼤
⾬
、
暴
⾵
、
洪
⽔
警
報

・
⼩
⾙
川
か
ら
逆
流
の
可
能
性

・
現
地
状
況
の
確
認

・
⼩
⾙
川
か
ら
⼋
間
堀
川
ヘ
逆
流

・
樋
管
閉
操
作

・
⻤
怒
川
か
ら
逆
流
の

可
能
性

・
⼋
間
堀
川
排
⽔
機
場
等

洪
⽔
警
戒
体
制

（
流
向
確
認
開
始
）

・
洪
⽔
時
体
制
を
情
報

共
有

・
樋
⾨
操
作
班
に
参
集

指
⽰
(情
報
提
供
含
む
)

・
樋
管
の
流
向
確
認

・
樋
⾨
操
班
市
役
所
参
集

（
流
向
確
認
開
始
）

・
排
⽔
ポ
ン
プ
⾞
要
請
検
討

開
始

・
樋
管
背
後
地

浸
⽔
の
可
能
性

・
樋
管
閉
操
作

・
樋
管
閉
認
識

・
逆
流
で
閉
操
作

・
防
災
⾏
政
無
線
に
よ
る

周
知

・
防
災
⾏
政
無
線
で
情
報

を
得
る

・
常
総
市
樋
管

操
作
状
況
認
識

・
樋
管
操
作
状
況
連
絡

・
常
総
警
察
署
、
⽔
海
道

消
防
署
へ
連
絡

・
樋
管
の
⽔
位
確
認

・
樋
管
閉
認
識

・
全
樋
管
閉
状
況

・
常
総
市
樋
管

閉
完
了
認
識

・
樋
管
閉
操
作
完
了
連
絡

・
常
総
市
樋
管

閉
完
了
認
識

⼋
間
堀
川
へ
の
流
⼊
⽔
路
に
着
⽬
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
案
）

【
概
要
版
】

時
間

-7
.0
hr

-6
.0
hr

-5
.0
hr

-4
.0
hr

-3
.0
hr

-2
.0
hr

-1
.0
hr

0.
0h
r

(Y
.P
.+
12
.2
5m

)

(Y
.P
.+
10
.7
5m

)

【
防
災
⾏
政
無
線
ア
ナ
ウ
ン
ス
】

⼋
間
堀
川
の
⽔
位
が
上
昇
し
て
い
ま

す
。
浸
⽔
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
家
庭
か
ら
の
排
⽔
を
控
え
る
な

ど
、
⼗
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
、
災
害
の
発
⽣
を
前
提
に
、
防
災
関
係
機
関
が
連
携
し
て
災
害
時
に
発
⽣
す
る
状
況
を
予
め
想
定
し
共
有
し
た
上
で
、
「
い
つ
」
、
「
誰
が
」
、
「
何
を
す
る
か
」
に
着
⽬
し
て
、
防
災
⾏
動
と
そ
の
実
施
主
体
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

※
洪
⽔
は
⾃
然
現
象
で
あ
り
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
想
定
し
た
と
お
り
に
進
⾏
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
⾏
動
の
⽬
安
と
し
て
認
識
し
、
収
集
・
確
認
し
た
情
報
を
も
と
に
、
臨
機
応
変
に
防
災
⾏
動
の
実
⾏
を
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
案
）
は
、
今
後
の
出
⽔
や
訓
練
等
を
通
じ
て
⾒
直
し
を
⾏
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

︓
防
災
無
線
に
よ
る
住
⺠
へ
の
情
報
提
供

⾚
︓
仮
定
の
状
況
で
あ
り
、
こ
の
時
刻
及
び
⽔
位
時
に
確
実
に
発
⽣
す
る
事
象
で
は
な
い

お ⾵ 呂 排 ⽔ し な い 等 、 極 ⼒ 排 ⽔ を 控 え る
現
地
で
⽔
位
状
況
監
視

(Y
.P
.+
10
.0
0m

)

(Y
.P
.+
10
.3
0m

)

(Y
.P
.+
11
.7
5m

)

⽔
⾨
、
機
場
操

作
開
始
を
連
絡

機
場
稼
働
開
始

予
定
を
各
班
へ

連
絡

防
災
無
線
で
住

⺠
に
冠
⽔
恐
れ

情
報
を
周
知

【
防
災
⾏
政
無
線
ア
ナ
ウ
ン
ス
】

⼋
間
堀
川
の
⽔
位
が
上
昇
を
続
け
て

い
ま
す
。
浸
⽔
す
る
恐
れ
が
⾼
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
、
浸
⽔
被
害
に
備
え

て
⼗
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

浸 ⽔ 被 害 に 備 え る

【
浸
⽔
恐
れ
時
】

防
災
情
報
無
線
、
排
⽔

ポ
ン
プ
⾞
要
請
依
頼

現 地 で 監 視 ・ 逆 流 時 に 閉 操 作

現 地 で 監 視

排
⽔
ポ
ン
プ
⾞
要
請

警
戒
体
制

洪
⽔
警
戒
体
制

降 ⾬ ・ ⽔ 位 状 況 の 監 視

(Y
.P
.+
12
.0
0m

)

（
T.
P.
+
9.
16
m
）

（
T.
P.
+
9.
91
m
）

（
T.
P.
+
10
.9
1m

）

（
T.
P.
+
11
.4
1m

）

（
T.
P.
+
11
.9
1m

）

（
T.
P.
+
12
.4
1m

）

（
T.
P.
+
12
.9
1m

）

（
T.
P.
+
11
.1
6m

）

⼋ 間 堀 川 の 流 向 の 監 視

現 地 で 監 視 ・ 順 次 樋 管 閉 操 作

⽔ 位 計 の 監 視 ・ 全 排 ⽔ 施 設 の 稼 働 状 況 を 集 約

(Y
.P
.+
10
.2
5m

)
(T
.P
.+
9.
41
m
)

⼋ 間 堀 川 の ⽔ 位 が 周 辺 地 盤 ⾼ を 超 過 背 後 地 は 順 次 浸 ⽔ の 可 能 性

(Y
.P
.+
11
.2
5m

)
（
T.
P.
+
10
.4
1m

）

「
あ

と
３

.
５

m
」

(T
.P
.+
9.
46
m
)

「
あ

と
３

.
０

m
」

「
あ

と
２

.
５

m
」

「
あ

と
２

.
０

m
」

「
あ

と
１

.
５

m
」

「
あ

と
１

.
０

m
」

「
あ

と
０

.
５

m
」

「
あ

と
０

.
０

m
」

(Y
.P
.+
12
.7
5m

)

(Y
.P
.+
13
.2
5m

)

(Y
.P
.+
13
.7
5m

)

⻤
怒
川
か
ら

新
⼋
間
堀
川
へ
逆
流
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新
⼋
間
堀
川
に
関
係
す
る
22
施
設
を
整
理

凡
例

所
管
：
（
国
）

：
（
県
）

：
（
市
）

：
（
そ
の
他
）

排
水

施
設

位
置

図

・
明
確
か
つ
迅
速
な
情
報
共
有
の
た
め
、
２
２
の
施
設
を
番
号
で
整
理

②
⑩

①
④

⑧

⑪

⑮

⑭

⑬

⑫
⑨

③

⑤
⑥

⑦
御 成 橋

 

⑳
冨

士
見

橋

鬼
怒
川

⑲

 

⑱

⑰

⑯

八
間

堀
川

排
水

機
場

樋
管

下
館

河
川

事
務

所

名
称

管
理

②

八
間

堀
川

水
門

下
館

河
川

事
務

所

名
称

管
理

①

八
間

堀
川

排
水

機
場

下
館

河
川

事
務

所

名
称

管
理

③

八
間

堀
団

地
南

樋
管

常
総

市

名
称

管
理

⑬
相

野
谷

用
排

水
機

場

相
野

谷
水

利
組

合

名
称

管
理

⑮

旧
八

間
堀

川
樋

管

江
連

八
間

土
地

改
良

区

名
称

管
理

⑭

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト

常
総

市

名
称

管
理

⑳

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト

常
総

市

名
称

管
理

 

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト

常
総

市

名
称

管
理

④
フ

ラ
ッ

プ
ゲ

ー
ト

常
総

市

名
称

管
理

⑥

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト

常
総

市

名
称

管
理

⑩

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト

常
総

市

名
称

管
理

⑤
明

橋
下

流
右

岸
樋

管

常
総

市

名
称

管
理

⑧

橋
本

排
水

ポ
ン

プ
場

樋
管

常
総

市

名
称

管
理

⑨
桜
橋

上
流
右

岸
樋

管

常
総

市

名
称

管
理

⑪

淵
頭

橋
上

流
右

岸
樋

管

常
総

市

名
称

管
理

⑱

水
海

道
排

水
機

場

江
連

八
間

土
地

改
良

区

名
称

管
理

⑰

桜
橋

上
流

左
岸

樋
管

常
総

市

名
称

管
理

⑫

富
士

見
橋

下
流

右
岸

樋
管

常
総

市

名
称

管
理

⑲

明
橋

下
流

左
岸

樋
管

常
総

市

名
称

管
理

⑦

八
間

堀
排

水
樋

管

常
総

市

名
称

管
理

⑯

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト

常
総

市

名
称

管
理

 

⽯
洗
橋
⽔
位
観
測
所
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⼋
間
堀
川
へ
の
流
⼊
⽔
路
に
着
⽬
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
で
得
ら
れ
た
成
果

・
明
確
か
つ
迅
速
な
情
報
共
有
の
た
め
、
２
２
の
施
設
を
番
号
で
整
理

・
２
２
施
設
を
調
査
し
、
施
設
ご
と
に
防
災
⾏
動
の
⽬
安
と
な
る
新
⼋
間
堀

川
の
⽔
位
を
整
理

・
新
⼋
間
堀
川
の
⽔
位
を
基
準
に
関
係
機
関
の
防
災
⾏
動
を
整
理

な
ど

・
関
係
機
関
の
情
報
を
常
総
市
の
総
括
班
に
集
約
し
統
合
的
に
把
握

・
操
作
後
の
状
況
報
告
な
ど
、
操
作
に
関
す
る
⼀
連
の
防
災
⾏
動
を
明
確
化

・
新
た
に
住
⺠
へ
の
情
報
提
供
を
実
施

な
ど

︕

・
災
害
時
の
防
災
⾏
動
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
対
応
の
漏
れ
を
防
⽌

・
災
害
時
の
判
断
を
サ
ポ
ー
ト

︕
他

機
関

の
防

災
行

動
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
自

機
関

の
防

災
行

動
と

の
繋

が
り

を
認

識

情
報

発
信

等
の

他
の

機
関

の
防

災
行

動
を

支
援

す
る

防
災

行
動

を
新

た
に

実
施

関
係

機
関

の
防

災
行

動
を

整
理

し
た

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

を
作

成

■
き
ぬ
医
師
会
病
院
駐
⾞
場
付
近
の
管

※
茨
城
県
⼟
⽊
部
H
P

︕
︕

・
情
報
伝
達
演
習
で
試
⾏

・
⻤
怒
川
、
⼩
⾙
川
と
⼋
間
堀
川
は
北
か
ら
南
に
流
れ
、
市
役
所
周
辺
は
⽔
が

集
ま
る
地
形

・
新
⼋
間
堀
川
お
よ
び
⼋
間
堀
川
周
辺
に
は
、
洪
⽔
時
の
河
川
⽔
位
よ
り
も
地

盤
⾼
が
低
い
宅
地
が
存
在

・
新
⼋
間
堀
川
に
関
係
す
る
２
２
施
設
に
つ
い
て
、
浸
⽔
す
る
可
能
性
が
あ
る

⽔
位
を
把
握

・
逆
流
対
策
を
必
要
と
す
る
施
設
も
存
在

な
ど

水
害

リ
ス

ク
と

氾
濫

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

理
解

︕

■
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
設
置

■
逆
流
対
策
を
実
施

■
新
⼋
間
堀
川
と
⼋
間
堀
川
に
、
そ
れ
ぞ
れ
⽔
位
計

を
新
設
し
H
Pに

お
い
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
公
開

■
総
括
班
の
創
設

■
防
災
⾏
政
無
線
の
活
⽤

■
操
作
後
の
状
況
報
告
な
ど
ル
ー
ル
化
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八間堀川への流入水路に着目したタイムライン（案）

鬼怒川 小貝川

水門_① 都市建設部

樋管_② 担当職員・現地操作員 総括 1班 2班 3班 4班

機場_③ 樋管_⑯ 部長・2課長 樋管_⑪・⑫ 樋管_⑦・⑧・⑨ 樋管_⑬ 樋管_⑱・⑲ 樋管_⑭ 樋管_⑮

担当職員が現地操作
員へ流向確認指示

樋管_⑯閉認識
(システムで確認)

(Y.P.+10.25m)

洪水時体制中か
確認連絡

(Y.P.+10.50m)

(Y.P.+10.75m)

(Y.P.+11.00m)

樋門操作班長に樋管
操作のための監視に
向かうことを指示

排水ポンプ車要請
検討開始

(Y.P.+11.25m)

樋管_⑱閉認識

(T.P.+10.41m)

(T.P.+9.41m)

(T.P.+10.16m)

(T.P.+9.66m)

(T.P.+9.91m)

相野谷水利組合
に情報提供

樋門操作班長
に参集指示
農政課に情報提供

新規水位計
（茨城県）

水位
事象

(T.P.+9.16m) (Y.P.+10.00m)

現地操作員
樋管_⑯
逆流で閉操作

八間堀川排水機場等
洪水警戒体制に移行

担当職員へ
現地操作員への小貝
川水海道水位観測所
の水位確認を指示

住民

防災危機管理課 農政課

江連八間
土地改良区

下館河川事務所
常総市

茨城県
常総工事事務所

相野谷
水利組合時間

-5.0hr

-6.0hr

-7.0hr

(Y.P.+10.30m)

班ごとに現地に向かい、樋管操作のための監視、逆流が開始したら閉める

(フラップゲートの状況確認含む)

「あと3.5m」

「あと3.0m」

「あと2.5m」

情報収集しながら参集に備える

小貝川から

逆流の可能性

鬼怒川から
逆流の可能性

班長から

班員へ連絡

班長から

班員へ連絡
班長から

班員へ連絡
班長から

班員へ連絡

市役所参集

⼤⾬警報
暴⾵警報
洪⽔警報

流向確認開始

小貝川から

八間堀川ヘ逆流

樋管_⑮

流向確認開始

樋管_⑱

逆流で閉操作

警戒体制 洪水警戒体制
大雨警報または

洪水警報で体制

流向確認開始

降雨・水位状況

の監視を開始

■樋管_⑱背後地
浸水の可能性
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八間堀川への流入水路に着目したタイムライン（案）

鬼怒川 小貝川

水門_① 都市建設部

樋管_② 担当職員・現地操作員 総括 1班 2班 3班 4班

機場_③ 樋管_⑯ 部長・2課長 樋管_⑪・⑫ 樋管_⑦・⑧・⑨ 樋管_⑬ 樋管_⑱・⑲ 樋管_⑭ 樋管_⑮

新規水位計
（茨城県）

水位
事象 住民

防災危機管理課 農政課

江連八間
土地改良区

下館河川事務所
常総市

茨城県
常総工事事務所

相野谷
水利組合時間

(Y.P.+11.50m)

樋管_⑮閉認識
農政課から
総括へ報告

防災行政無線
の放送準備依頼

防災行政無線の放送
準備

(Y.P.+11.75m)

(Y.P.+12.00m) 防災行政無線
の放送依頼

常総市より防災
行政無線で情報
を得る

■ゲート_⑳背後地
　浸水の可能性

(Y.P.+12.25m)

■ゲート_ および
　樋管_⑲背後地
　浸水の可能性

樋管_⑲閉認識

(Y.P.+12.75m)

樋管_⑫閉認識

■樋管_⑪および
　樋管_⑨背後地
　浸水の可能性

樋管_⑪・⑨閉認識

(Y.P.+13.00m)

(Y.P.+13.25m)

樋管_⑧閉認識

(Y.P.+13.50m)

(Y.P.+13.75m)

樋管_⑦閉認識

樋管閉操作完了連絡

　　　：防災無線による住民への情報提供 赤：仮定の状況であり、この時刻及び水位時に確実に発生する事象ではない

(T.P.+10.66m)

(T.P.+10.91m)

※　タイムラインとは、災害の発生を前提に、防災関係機関が連携して災害時に発生する状況を予め想定し共有した上で、「いつ」、「誰が」、「何をするか」に着目して、防災行動とその実施主体を時系列
　　で整理したものです。

※　洪水は自然現象であり、タイムラインで想定したとおりに進行するとは限りません。あくまで行動の目安として認識し、収集・確認した情報をもとに、臨機応変に防災行動の実行を判断してください。

(T.P.+11.16m)

(T.P.+12.66m)

(T.P.+12.91m)

(Y.P.+12.50m)

(T.P.+11.41m)

(T.P.+11.66m)

(T.P.+11.91m)

(T.P.+12.16m)

(T.P.+12.41m)

※　このタイムライン（案）は、今後の出水や訓練等を通じて見直しを行っていくものです。

樋管_⑬閉認識
樋管操作状況連絡

-3.0hr

-2.0hr

-1.0hr

0.0hr

逆流の発生状況お

よび樋管_⑯の閉

状況を勘案して閉

操作を行う

樋管_⑭

逆流等で閉操作

↓

茨城県常総工事事

務所へ連絡

お風呂の水を

排水しないな

ど、極力排水

を控える

-4.0hr

全樋管 閉状況

必要に応じ、下

館河川事務所へ

排水ポンプ車要

請を検討

水門操作・機場

稼働開始予定を

各班長へ連絡

操作班員が堤内地浸水恐れを確認。総括へ報告。
防災危機管理課へ
情報提供、防災無
線放送依頼

排水ポンプ車要請
を依頼

防災無線で住民

に浸水恐れ情報

を周知

【防災行政無線アナウンス】

八間堀川の水位が上昇を続けてい

ます。浸水する恐れが高まってい

ますので、浸水被害に備えて十分

注意してください。

常総市からの

情報を得て、

浸水被害に備

える

「あと2.0m」

「あと1.5m」

「あと1.0m」

「あと0.5m」

「あと0.0m」

水門_①

流向確認

逆流で閉操作

【連絡】

水門閉操作開始・

約40分後に機場操

作開始

樋管_②

水門_①閉鎖後

開操作

機場_③

水門_①閉鎖後

稼働

常総市樋管操作
状況認識

常総市樋管閉完了認識

防災行政無線で住

民に八間堀川の水

位状況を周知

鬼怒川から

新八間堀川ヘ逆流

逆流で閉操作

農政課へ報告

【防災行政無線アナウンス】

八間堀川の水位が上昇しています。

浸水する恐れがありますので、家

庭からの排水を控えるなど、十分

注意してください。

樋管_⑱閉操作後

堤内側の監視開始

樋管_⑲閉操作後

堤内側の監視開始

樋管_⑲

逆流で閉操作

樋管_⑬

逆流で閉操作

樋管_⑬閉操作後

堤内側の監視開始

樋管_⑫

逆流で閉操作

樋管_⑧閉操作後

堤内側の監視開始

樋管_⑪

逆流で閉操作

樋管_⑨

逆流で閉操作

樋管_⑧

逆流で閉操作

樋管_⑦

逆流で閉操作

樋管_⑫⑪⑨閉操作後

堤内側の監視開始

常総市樋管操作
状況認識

常総警察署、水海
道消防署へ連絡

常総市樋管閉完了

認識

現地で待機、水位状況監視継続

下館河川事務所

へ排水ポンプ車

を要請

■樋管_⑮背後地
浸水の可能性

■樋管_⑬背後地
浸水の可能性

■ゲート_⑩および
ゲート_ 背後地
浸水の可能性

■樋管_⑫背後地
浸水の可能性

■樋管_⑧背後地
浸水の可能性

■樋管_⑦背後地
浸水の可能性

樋管_⑭

現地で水位確認開始

樋管_⑭閉認識

15
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新⼋間堀川に関係する22施設を整理

凡 例

所管：（国）

：（県）

：（市）

：（その他）

排水施設位置図

・明確かつ迅速な情報共有のため、２２の施設を番号で整理

② ⑩
①

④

⑧

⑪

⑮

⑭

⑬

⑫
⑨③

⑤
⑥ ⑦

御
成
橋

 

⑳
冨士見橋

鬼怒川

⑲

 

⑱

⑰

⑯

八間堀川排水機場樋管

下館河川事務所

名称

管理
②

八間堀川水門

下館河川事務所

名称

管理
①

八間堀川排水機場

下館河川事務所

名称

管理
③

八間堀団地南樋管

常総市

名称

管理
⑬

相野谷用排水機場

相野谷水利組合

名称

管理
⑮

旧八間堀川樋管

江連八間土地改良区

名称

管理
⑭

フラップゲート

常総市

名称

管理
⑳

フラップゲート

常総市

名称

管理
 

フラップゲート

常総市

名称

管理
④

フラップゲート

常総市

名称

管理
⑥

フラップゲート

常総市

名称

管理
⑩

フラップゲート

常総市

名称

管理
⑤

明橋下流右岸樋管

常総市

名称

管理
⑧

橋本排水ポンプ場樋管

常総市

名称

管理
⑨

桜橋上流右岸樋管

常総市

名称

管理
⑪

淵頭橋上流右岸樋管

常総市

名称

管理
⑱

水海道排水機場

江連八間土地改良区

名称

管理
⑰

桜橋上流左岸樋管

常総市

名称

管理
⑫

富士見橋下流右岸樋管

常総市

名称

管理
⑲

明橋下流左岸樋管

常総市

名称

管理
⑦

八間堀排水樋管

常総市

名称

管理
⑯

フラップゲート

常総市

名称

管理
 

⽯洗橋⽔位観測所

資料４（参考資料）
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気
象

特
別

警
報

・
警

報
・
注

意
報

に
つ
い
て

気
象

庁
水

戸
地

方
気

象
台

八
間
堀
川
へ
の
流
入
水
路
に
着
目
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
情
報
伝
達
演
習

平
成

3
0
年

3
月

2
4
日
（
土
）
水
海
道
小
学
校

体
育
館

資
料
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警
報

と
は

、
重

大
な
災

害
が

起
こ
る
お
そ
れ

の
あ
る
と
き
に
警

戒
を
呼

び
か

け
て
行

う
予

報
で

す
。
ま
た
、
注

意
報

は
、
災

害
が

起
こ
る
お
そ
れ

の
あ
る
と
き
に
注

意
を
呼

び
か

け
て
行

う
予

報
で
す
。
警

報
の

発
表

基
準

を
は

る
か

に
超

え
る

大
雨

や
大

津
波

等
が

予
想

さ
れ

、
重

大
な
災

害
の

起
こ
る
お
そ
れ

が
著

し
く
高

ま
っ
て
い
る
場

合
、

「
特

別
警

報
」
を
発

表
し
最

大
級

の
警

戒
を
呼

び
か

け
ま
す
。

特
別
警
報
・
警
報
・
注
意
報

1
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特
別

警
報

・
警

報
・
注

意
報

特
別

警
報

大
雨

、
暴

風
、
暴

風
雪

、
大

雪
、
波

浪
、
高

潮

警
報

大
雨

、
洪

水
、
暴

風
、
暴

風
雪

、
大

雪
、
波

浪
、
高

潮

注
意

報

大
雨

、
洪

水
、
強

風
、
風

雪
、
大

雪
、
波

浪
、
高

潮
、

雷
、
濃

霧
、
乾

燥
、
低

温
、
霜

、
着

氷
、
着

雪
、
融

雪
、

な
だ
れ

特
別

警
報

・
警

報
・
注

意
報

の
種

類

2

19



特
別

警
報

・
警

報
・
注

意
報

（
一
次
細
分
区
）

県 南 地 域

鹿 行 地 域

県 西 地 域

県 央 地 域

県 北 地 域

（
市
町
村
等
を
ま
と
め
た
地
域
）

44
市
町
村
毎
に
発
表

警
報

・
注

意
報

の
発

表
地

域

茨
城
県

北
部

南
部

3
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土
砂

災
害

警
戒

判
定

メ
ッ
シ
ュ
情

報

表
示
例

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
大
雨
警
報
等
を
補
足
す
る
情
報
と
し
て
、

土
砂
災
害
警
戒
判
定
メ
ッ
シ
ュ
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

4
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大
雨

警
報

（
浸

水
害

）
の

危
険

度
分

布

表
示
例

大
雨
警
報
（浸

水
害
）の

危
険
度
分
布
は
、
大
雨
警
報
（浸

水
害
）等

を
補
足
す
る
情
報
で
す
。

１
km

四
方
の
領
域
（メ

ッ
シ
ュ
）ご

と
に
、
短
時
間
の
強
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
害
発
生
の
危
険
度
を

５
段
階
に
判
定
し
た
結
果
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

5
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洪
水

警
報

の
危

険
度

分
布

表
示
例

洪
水
警
報
の
危
険
度
分
布
は
、
洪
水
警
報
等
を
補
足
す
る
情
報
で
す
。

河
川
の
上
流
域
に
降
っ
た
雨
が
低
地
・川

に
集
ま
り
流
れ
下
る
過
程
を
考
慮
し
て
、
下
流
の
各
地

点
で
の
洪
水
害
発
生
の
危
険
度
を
５
段
階
に
判
定
し
た
結
果
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

7

表
示
例
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排水ポンプの役割について

①八間堀川水門を閉じて八間堀川排水機場（30m3/s）
で鬼怒川へ排水する。

②新八間堀川から鬼怒川へ自然な状態（順流）
で排水する。

・ポンプ排水量は最大でも
30m3/s

・30m3/s以上の流量が流れ
てきた場合は、新八間堀
川の水位が上がり続ける。

・新八間堀川から鬼怒川
への流れが速いほど、
鬼怒川へ多く排水

鬼
怒
川

八間堀川水門

八間堀川排水機場

新八間堀川

Ｐ水
門

八間堀川排水機場

八間堀川水門

新⼋間堀川の⽔位を下げるためには・・

20m

ポンプ排⽔と⾃然の流れは・・
水の流れる量（流量は）？

ポンプと川の面積は？

ポンプ（30m3/s）と同じ流量を流すには・・

自然の流れ

Ｑ（流量）＝Ａ（面積）×Ｖ（速さ）

川の面積がポンプの面積の約8倍あります。

比較すると

ポンプは約8倍の流速が必要なので、同じ量が流れてい
ても、見た目は勢い良く流れています。

・時速約10km※（秒速約3m）で鬼怒川に排水されます。
※ジョギング程度の速度です。

・時速約1.5km※（秒速約0.4m）で鬼怒川に排水されます。
※登山程度の速度です。
水深4mの場合

20.0m

直径2.6m

4
.0

m

川の断面 ポンプの大きさ

20m

4m

ポンプ2基（直径2.6m）

ポンプ排水

※排水ポンプ車の排水量は
0.5～1.0m3/sです。

水門・樋門等 排水ポンプ

鬼怒川
新八間堀川

水門・樋門等 排水ポンプ

鬼怒川
新八間堀川

資料６
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水門・樋門等の役割について

水の量に関わらず仕切りが無い状態では
水位は同じ高さになります。

河川と水路でも仕切り（水門・樋門等）が無いと、
同じ現象になります。

⽔位は原則として同じ⾼さ

⼤⾬が降ると・・
ふだんは・・ 水門・樋門等を閉じないと・・

河川の水かさは低く、水路の水は河川へ
注いでいます。

河川から逆流が生じて浸水被害が発生します。

水門・樋門等を閉じると・・

大雨が降って
河川の水かさが
高くなると・・

同じ

同じ

河川 水路

水門・樋門等

河川 水路

水門・樋門等

②宅地側でも水が増えると・・・

宅地側の水がはけずに浸水被害が発生
しやすくなります。

①宅地側の水が増えなければ・・・

宅地側は浸水しにくくなります。

河川 水路

水門・樋門等

水がはけない

同じ

河川 水路

水門・樋門等

※ 水門、樋門（樋管）、フラップゲートは

形は違いますが、「逆流を防止する」と

いう役割は同じです。

フラップゲート

水門

樋門（樋管）

河川 水路

水門・樋門等 排水を控える

資料７
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